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Project 804 by
Raytheon Technologies 

2022 Flight (planned) →後ろ倒し

1. 航空機電動化に関するCovid-19の影響

E-Fan X by Airbus & RR

Source: Ricard Entz(Airbus), Electric & Hybrid 
Aerospace Technology Symposium 2019 

Source:https://www.utc.com/en/news/
2019/06/17/airshow-p804

2021 Flight (planned) →中止

1MW 2MW

 2020年代早々の大規模な飛行試験計画がいずれもトーンダウン

2020年9月1日発表 2020年4月25日発表
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eFlyer
“The first FAA-certified 
full electric airplane”

Alice

Full electric commuter

 小型電動航空機（Part 23）は大きな影響なく開発進捗の様子

1. 航空機電動化に関するCovid-19の影響

2020年6月 詳細設計完了
購入予約累計 330台

https://byeaerospace.com/bye-aerospace-
approaches-critical-design-phase-completion/

2020年1月 火災事故あったが開発継続
購入予約累計 150台以上
Honeywell Aerospace社が冷却システム供給
GKN Aerospace 社がelectrical wiring interconnection systems (EWIS)供給

https://www.eviation.co/

Byeaerospace社 Eviation社

Alice
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出典：民間航空機に関する市場予測 2020-2039
一般財団法人 日本航空機開発協会 2020年3月

３~４年程度
の遅れ

1. 航空機電動化に関するCovid-19の影響

https://www.icao.int/environmental-protection/Pages/LTAG.aspx

 ICAOはまだ長期目標を設定していな
いが、現在long-term global 
aspirational goal for international 
aviation (LTAG)を設定すべく活動中
(2020-2022)

依然としてCO2の長期削
減要求あり

ICAO（国際民間航空機関）の動向

 Covid-19の影響は数年であり、長期需要への影響は小さいと予想

https://www.icao.int/environmental-protection/Pages/LTAG.aspx
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2．航空機電動化技術動向

Toulouse, 21 September 2020 - Airbus has revealed three concepts for the world’s first zero-emission
commercial aircraft which could enter service by 2035. 

https://www.airbus.com/newsroom/press-releases/en/2020/09/airbus-reveals-
new-zeroemission-concept-aircraft.html
https://www.airbus.com/newsroom/stories/these-new-Airbus-concept-aircraft-
have-one-thing-in-common.html

 2020年6月 フランス政府が水素航空機開発に資金援助を表明
 同年9月 Airbus社はリージョナルクラス～200席級の航空機につい

て2035年までにゼロエミッション化を目指すことを表明

出典：Hydrogen-powered aviation
A fact-based study of hydrogen technology,
economics, and climate impact by 2050

Design mission: 
165 PAX
2,000 km range
Mach 0.72

Airbus社はゼロエミッション航空機を
2035年までに運航開始する構想を発表

液体水素タンク

燃料電池システム

ターボファンエンジン
＋

電動モータ（巡航）
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出典：航空機産業戦略策定以降の取組について
経済産業省 製造産業局 平成28年12月

2．航空機電動化技術動向

いつのどのクラス
が電動化の対象

になるか？

 200席超級（NMA）は
計画中止

 次世代150席級は当初
見込み（2030年代初
頭）から遅れる見通し

 次の150席級開発に電

動推進導入が間に合う
可能性が出てきた

NMA：New Midmarket Airplane
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737

737NGA320 A320neo 737max

787

A380

A350XWB

767-400ER777A330

A340747-800

767

MEA

2030

787における電動化
抽気 → 電気空調システム

電動スタータ
電気防除氷システム

油圧 → 電動ブレーキ

2．航空機電動化技術動向

150席級

世界初の電動旅客機
（Part-25）

単通路機（SA）のMEA化

二
つ
の
可
能
性

 この先数年の間に
方向性決まる可能
性高い

MEA: More Electric Aircraft
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固定翼機

eVTOL

実験機 実用機

小型機

旅客機
（小電力）

旅客機
（大電力）

eFlyer(2席, 4席)
Alice(9席)

推力の一部を電力で分担
（ｼﾘｰｽﾞ・ﾊﾟﾗﾚﾙ・ﾊﾟｰｼｬﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ）

（ﾊﾟﾗﾚﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ）

推力の全部を電力で分担
（ｼﾘｰｽﾞﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ、ﾌﾙｴﾚｸﾄﾘｯｸ）

2．航空機電動化技術動向

 ここ数年のeVTOLの
進歩が目覚ましい

 小型機ではMWに迫
る出力達成

 旅客機推力の部分
電動化に適用可能
な要素技術が揃い
始めた

City Airbus
(800kW)

Cessna 208B
(560kW)

当面の狙い
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コンソーシアムの活動
 航空機電動化技術の将来ビジョン、技術開発ロードマップ策定
 共同の技術開発
 航空機電動化に関する国内外の情報収集
 オープンフォーラム等による情報および技術開発成果の発信

*英文名称： Electrification ChaLlenge for AIRcraft (ECLAIR) Consortium

本コンソーシアムの運営サイトhttp://www.aero.jaxa.jp/about/hub/eclair/index.html

電機産業、素材・部品産業等
 電動化要素

（電池、パワエレ、モータ、…）
 周辺技術

航空産業
 航空機設計、開発等

産 × 学 × 官
×

次世代航空イノベーションハブ
（JAXA航空技術部門）

航空機電動化
(ECLAIR)

コンソーシアム

連携
異分野糾合

 旅客機電動化
超低燃費、CO2排出削減

⇒ エミッションフリーの実現

航空分野以外への応用

JAXA
 電動推進システム
 空力・構造・制御
 地上・飛行試験

航空機電動化
(ECLAIR)

コンソーシアム

 小型機電動化
 装備品電動化

【オブザーバー】
全日本航空事業連合会、日本航空宇宙工業会、

国土交通省航空局、新エネルギー・産業技術総合開発機構、
東京大学、防衛装備庁航空装備研究所、文部科学省

ステアリング会議【メンバー】
株式会社IHI
宇宙航空研究開発機構
川崎重工業株式会社
経済産業省
株式会社SUBARU
日本航空機開発協会
株式会社日立製作所
三菱重工航空エンジン株式会社
三菱電機株式会社

3．航空機電動化（ECLAIR）コンソーシアムの活動状況

会員登録状況

第2回オープンフォーラム（2019年11月28日＠一橋講堂）

参加者 495名
第一回より100名以上参加者が増え、「機械・製造業」の参加者比率も
10％以上高くなり、異分野参入の機会を提供できた。

参加者の内訳

100超え

http://www.aero.jaxa.jp/about/hub/eclair/index.html


技術開発グループ（コンソーシアム内における共同研究の枠組み）活動状況
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領
域

番号 サブグループ名称 活動期間 参画機関 活動状況

①
協
調

①-1 航空機電動化共通基盤 2019.9-2021.3 JAXA、他15機関 【講演】 電動旅客機(TRAe)の検討等

①-2 小型電動航空機のビジネスモデ
ル並びに地上インフラの検討

2019.10-2021.3 慶應大、他13機関  「空の移動革命に向けた官民協議会」のユースケー
ス検討会にて提案中

 11/4～6フライングカーテクノロジー展
（当コンソーシアム共催）にて出展＆講演

②
競
争

②-1 先進磁気回路技術を適用した高
出力密度モータの開発

2019.11-2021.3 ㈱デンソー 【講演】 eVTOL用高出力密度電動モータ開発等

②-2 高高度環境適応電力変換・配電
システム

2020.6-2021.3 三菱電機㈱ 【講演】 電動推進システムにおける回路保護等

②-3 低騒音電動プロペラの研究 2020.10（予定）
-2021.3

JAXA、電中研、工
学院大、千葉大

eVTOL適用を想定し、ループプロペラ
による低騒音化技術の研究に着手

3．航空機電動化（ECLAIR）コンソーシアムの活動状況

2020年3月「航空機電動化技術標準化ワーキンググループ」を設置

など国際標準化機関

E-40 Electrified Propulsion

AE-7 Aerospace Electrical Power and Equipment

AE-9 Electrical Materials

7A, 7B, 7C, 7D, 7M, 7P 

コンソーシアム会員のコミティ参加支援

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.sae.org%2F&psig=AOvVaw0RP5JpTMZg8KBYW5Xeehjl&ust=1603385318484000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCNj3kfWRxuwCFQAAAAAdAAAAABAD


④耐放電・放射線
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3．航空機電動化（ECLAIR）コンソーシアムの活動状況

技術課題マップにおける各サブグループの位置づけ

低騒音化(ファン)

⑥耐故障(推進系)

⑤熱&パワー管理・制御

⑤

⑥

⑦

⑧

A)全高度共通

B)高高度

C)低高度

②
電
池
の
安
全
性
と
高
エ
ネ
ル
ギ
密
度
化
の
両
立

①
高
出
力
密
度
化(

電
動
要
素)

③
高
効
率
化(

推
進
系-

機
体
統
合
等)

① ② ③ ④
安
全
性
・信
頼
性
保
証

①-1 JAXA
航空機電動化共通基盤

①-2 慶應大

小型電動航空機のビジネス
モデル並びに地上インフラ

の検討

①協調領域

②競争領域
②-2 三菱電機

高高度環境適応
電力変換・配電
システム

②-1 デンソー
高出力密度モータ

②-3 JAXA
低騒音電動プロペラ

 世界の技術動向として、電動推進を
重量的に成立させるための電動要素
高出力密度化は、かなり実用レベル
に近付いている。

 今後は、各要素を統合した電動推進
システムとしての主要課題解決にも
注力していくべき。
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4．国内の航空機電動化に関する話題（ECLAR以外）

https://www.tetra-aviation.com/

teTra aviation corp.

https://skydrive2020.com/archives/3506

https://www.akita-u.ac.jp/honbu/event/item.cgi?pro3&875

個⼈⽤航空機開発コンペGoFlyでプラット・アンド・ホイットニー・ディスラプター賞を受賞（参加者中唯一の受賞）

豊田テストフィールドにてSD-03モデルによる公開有人飛行試験を実施（国内で有人飛行達成）

電動化システム共同研究センター（令和３年４月設置予定）の主要な試験施設の設置を決定
（国内最大級のグリッド試験設備）

株式会社SkyDrive

秋田大学
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まとめ

1. 短中期的にCovid-19の影響はあるが、長期的なCO2削減要求は変わら
ず、電動化は重要な鍵技術

2. 航空機電動化（ECLAIR）コンソーシアムにおいては、技術開発グループ
の活動が本格化

3. 「航空機電動化技術標準化ワーキンググループ」も設置し、国際標準化
機関との連携を強化

4. 航空機電動化共通基盤の構築や要素技術研究開発など、技術開発グ
ループの活動を通じて、航空機電動化分野における我が国産業界の競
争力を向上していく予定
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Thank you.

http://www.aero.jaxa.jp/about/hub/eclair/
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